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o-Sulfanylanilines have served in the synthesis of fused organosulfurs. Conventionally,o-

sulfanylanilines have been prepared by cross-coupling reactions using transition metals, which 
required multiple steps. Herein, we succeeded in the synthesis of a variety of fused 
organosulfurs through the reaction of arynes with sulfilimines affording diverse o-
sulfanylanilines. 
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最近私たちは、アラインとスルフィルイミンを反応させることで o-チオアニリン類

を合成でき、続いて塩基を加えて加熱することでフェノチアジン骨格を簡便に構築で

きることを明らかにした 1,2,3。以前の研究で得られた知見をもとに、今回私たちは、

縮環した含硫黄化合物を合成する手法の開発に取り組んだ。検討の結果、合成容易な

ヨード型のアライン前駆体とスルフィルイミンを反応させることで、環拡大を伴うチ

オアミノ化反応が進行することを見いだした。さらに、ジアリールスルフィド中間体

での環化反応に関して精査したところ、パラジウム触媒を用いる環化によって塩基を

用いた手法とは異なる置換形式の幅広いフェノチアジンを合成できることを明らか

にした 4。 
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